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く帰依していたため，ふたたび混乱する。」（Carl Schmitt, Hugo Preuss : Sein Staatsbegriff

































３）Vgl. Christoph Schönberger, Das Parlament im Anstaltsstaat : Zur Theorie parlamentarischer
Repräsentation in der Staatsrechtslehre des Kaiserreichs（１８７１－１９１８）, Frankfurt am Main１９９７,
S.３３７－４０４.
４）Vgl. a. a. O., S.３６１－３６７.




















７）Vgl. Detlef Lehnert / Christoph Müller, „Zur Einführung : Perspektiven und Probleme einer
Wiederentdeckung von Hugo Preuß“, in : Lehnert / Müller（Hg.）, Vom Untertanenverband zur
Bürgergenossenschaft, Baden-Baden２００７, S.１１－４８. なお２００７年より，両者が中心となって
プロイスの著作集の刊行が始まっている。Vgl. Hugo Preuss, Gesammelte Schriften, Bd.１:
Politik und Gesellschaft im Kaiserreich, Tübingen ２００７; ders., Gesammelte Schriften, Bd.４:
Politik und Verfassung in der Weimarer Republik, Tübingen２００８; ders., Gesammelte Schriften,
Bd.２: Öffentliches Recht und Rechtsphilosophie im Kaiserreich, Tübingen２００９.
８）Vgl. Lehnert / Müller, a. a. O., S.２１－２３ ; Christoph Müller, „Gemeinde-Demokratie und
Gemeinde-Wirtschaft in der industriellen Großstadt, näher erläutert am Beispiel des kommunalen






１０）Hugo Preuss, Gemeinde, Staat, Reich als Gebietskörperschaften : Versuch einer deutschen








カール・フォン・ロテック（Karl von Rotteck :１７７５－１８４０）やカール・テオド
ール・ヴェルカ （ーKarl Theodor Welcker :１７９０－１８６９）などに見られるような，
法から国家に行き着く説は，国家を法の創造物にすぎないとする国家概念の矮













































































































































































































































１３）Vgl. Otto Gierke, Das Deutsche Genossenschaftsrecht , Bd.２: Geschichte des deutschen
Körperschaftsbegriffs, Berlin１８７３, S.８６６.
１４）この点については前掲拙稿「ギールケとプロイス」，７１１－７１３頁を参照。



















































１５）Vgl. Otto Gierke, Art. „Juristische Person“ im Franz von Holtzendorff, Rechtslexikon, Bd.２,
３. Aufl., Leipzig１８８１, S.４２２.
１６）Vgl. Ebenda.






























































































































































１９）Otto Gierke, „Labands Staatsrecht und die deutsche Rechtswissenschaft “, Jahrbuch für
Gesetzgebung, Verwaltung und Volkswirtschaft im Deutschen Reich, （１８８３）, S.１１６８－１１７０.
１４２ 松山大学論集 第２４巻 第１号
のであり，ギールケのゲノッセンシャフト論とは似て非なるものと評価するこ
とも可能である。このように考えられるのであれば，プロイスに引きつけてギ
ールケを解釈しようとするシェーンベルガーの見方に対しても，一定の留保が
必要であることとなる。
一方，ギールケとプロイスの断絶面を強調し，プロイス国家論の理論的有用
性を主張するミュラーやレーネルトの解釈については，政治秩序構想の実際的
な適用可能性という観点から，疑問の余地がないわけではない。つまり，本稿
で分析したようなプロイスの国際秩序観が，実際の国際秩序観としてどこまで
妥当なのかという問題である。とはいえ，この点をより精密に検証するために
は，政治共同体としてのゲマインデおよび国家，帝国とそれ以外のケルパー
シャフトとの区別，さらにはゲマインデと国家の概念的な区別に関するプロイ
スの主張を分析する必要がある。すなわち国法領域の境界画定のための「概念
構成の帰路」（GSR :２１０）についての吟味が必要であるが，もはや紙幅が尽き
た。この課題については，他日を期させていただきたい。
〈付記〉 本稿は２０１０年度松山大学特別研究助成および，２００７－２０１０年度科学研究費
補助金（基盤研究（B），研究代表者：権左武志教授），２０１０－２０１２年度科学研
究費補助金（若手研究（B））による研究成果の一部である。
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